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わが国では民間の膨大な研究開発投資が、国による防衛関連研究費を補う構造。

⇒わが国の優れた民生技術により防衛装備品はミニマム投資で開発・製造されている。

１.各国の研究開発投資と国防研究費
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2008-2009」
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２.防衛技術と民生技術の相互連関

スピンオン

スピンオフ
民生技術

軍事技術

政府

国防産業
国防研究費７兆円

民需研究費２４兆円

スピンオン
スピンオフ

民生技術

防衛技術 防衛産業

防衛関係研究費０．１７兆円

民需研究費１５兆円以上

政府

米国は民需の約３割に当たる国
防研究費を最先端軍事技術に投
入、広範なスピンオフで技術進歩・
経済発展に貢献

・日本の防衛関係研究費は０．１７兆円（民需の約１％）と少ない。

・日本では民生技術への波及効果（スピンオフ）は限定的。

・民生技術の活用によりなんとか防衛技術基盤を維持。
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３.米国の戦略的軍事技術開発
・米国では防衛高等研究企画局(DARPA：Defense Advanced Research Project

Agency)が防衛技術開発の最先端を担当。

・DARPAの任務は、科学技術の軍事技術への適用可能性を実証し、早期に軍が
利用可能な技術開発につなげること。

出典：http://www.darpa.mil/Docs/StratPlan09.pdf
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防衛技術 民生技術

４.スピンオフ事例①

燃料電池自動車

パソコン用
燃料電池

② 燃料電池
アポロ宇宙船の電源として初めて実用化。
（水素と酸素を電気化学反応させ電力を作
る。電気分解の逆反応。）

自動車用燃料電池

（1960年代～）

（1990年代～）

原子炉
タービン軸

火砲の精密
製造技術

米国防高等研究計画局（Advanced Research Project 
Agency：略称ARPA、現DARPA）のARPANET（アーパネット）

①インターネット

（1960年代～）

インターネット、
TCP/IP、WWW

発電用燃料電池

ＳOＦＣ（Solid Oxide Fuel Cell)

③原子力発電

④ GPS (Global Positioning System)

米国防総省が開発した
衛星を使った測位システム

GPS受信機

カーナビゲーション

携帯電話
GPSナビゲーション

（1970年代～）
（1990年代～）

出典：DARPA 
WEB SITE
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⑦電子飛行制御ｼｽﾃﾑ
高信頼性／耐久性を備えた電子機器制御／センサー
システム技術

レーシングカー
・ボディー

自転車の
フレーム・
ホイール

釣竿
ゴルフクラブ⑧複合材

自動車用車体挙動計測機器
~加速度ｾﾝｻ/ｴﾝｺｰﾀﾞ/光ﾌｧｲﾊﾞｰｼﾞｬｲﾛ~

ﾓｰﾀｰ角度・速度検出ｾﾝｻ、電動ﾊﾟﾜ
ｽﾃｾﾝｻ

センサ

ノースロップ
Ｂ－２スピリット

ボーイング７８７

⑨潜水調査船

潜水艦
低雑音化による潜水調査船
音響測位性能の向上

しんかい
６５００

しんかい
２０００

（1980年代～）

（1980年代～） （1980年代～）

（1990年代～）

航空機
フレームとスキンを
組み合わせて
構造強度を確保 ゴルフクラブ 航空機テクノロジーを応用した

カーボンモノコックボディ

乗用車
ボディー

ABS：アンチロック･ブレーキ･システム

⑥アンチ･スキッド･システム

⑤ セミモノコックボディ

着陸時のタイヤの回転数
を感知し、ロックによる
スリップを防ぐ
電子制御システム

（1930年代～）

（1950年代～）

（1950年代～） （1990年代～）

乗用車にABSとして適用

４．スピンオフ事例②




